褥瘡予防対策管理委員会　第4回　　定例委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録日：令和4年9月6日
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※欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
※欠席する際はワークフローの提出を忘れずにお願いします。
＜議事内容＞

１．褥瘡発生者の確認

東病棟
・北山　友子様～R4.8.25（持込）　　仙骨部：29点　＜9/5　死亡退院＞　＊未治癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　 処置：ブロメライン軟膏+モイスキンパッド
・現在、褥瘡処置者：0名
南病棟

・福山　キミ様～R4.8.2（発生）　 右腸骨部：17点　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ
・馬渡　照雄様～R3.12.13（発生） 尾骨部：10点

　　　　　　　　　　　　　　　　 処置：テラマイシン+ガーゼ
・久保　ハナ様～R4.3.31（発生）　仙骨部：8点　＜9/5　死亡退院＞　＊未治癒
　　　　　　　　　　　　　　　　 処置：テラマイシン+ガーゼ
・掛端　フジヱ様～R4.8.17（発生）　仙骨部：11点

処置：テラマイシン軟膏+ガーゼ
・現在、褥瘡処置者：3名
西病棟

・褥瘡処置者なし。
北病棟

・褥瘡処置者なし。
南山苑

・安ケ平　トモ様～R4.8.31（発生）　背部：7点　＜9/1　退所＞　＊未治癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　 処置：テラマイシン軟膏+ガーゼ
・現在、褥瘡処置者：0名
南寿の里

・褥瘡処置者なし。
南風苑

・褥瘡処置者なし。
２.褥瘡予防具管理報告

・各部署破損等なし。
３.勉強会『予防具の使用方法』
褥瘡にならない為にはどうしたらよいか？

①体位変換の方法と時間間隔

②体圧分散寝具⇒褥瘡予防寝具

③栄養

④スキンケア

⑤保清
褥瘡予防具とは
褥瘡予防具とは、複数の空気の筒（エアセル）などを膨張・収縮させる事によって体を支持する面を変化させたり、より広い面で身体を支えたりする事で局所への外力を分散させて褥瘡を防止させる用具です。褥瘡防止に有効な用具として、マットレス、クッション、体位変換器などがあります。
体位変換の方法と時間間隔
長い時間同じところの圧迫を避ける為、定期的に体位変換を行います。方法の一つに骨の突き出しがない広い面積のお尻の筋肉(殿筋）で体重を受ける事が出来る「30度側臥位」があります。この体位を取る場合はクッションなどを活用して、出来るだけ広い接触面積で姿勢を保てるようにします。ただし、個人差があるので「30度」はあくまでも目安として下さい。
時間間隔
体位変換は基本的に2時間を超えない範囲で行ないます。

ただし、褥瘡予防マット(体圧分散寝具）の種類や骨の突き出し具合によって個人差はあります。粘弾性フォームマットレスや上敷二層式エアマットレス等を使用する場合、体位変換は4時間を超えない範囲で行っても良いとされています。
ポジショニング
・目的：体圧を分散させるとともに姿勢の安定を図るため、接触面積を増やす。

・皮膚同士の接触を避け、皮膚表面の通気性を確保する。

・すでに関節拘縮がある場合は、悪化を防止し現状を維持する。
ポジショニングの方法～仰臥位～
円背の有無を確認（極度の円背の場合は取れない）

・病的骨突出があり骨盤帯が不安定な場合は、空間を補う厚みのあるクッションを臀部に用いる。

・肘は体幹より前方で保持できるようにする。

・膝関節の屈曲予防のため、下肢後面の全面にクッションがあたるようにする。

・股関節、膝関節の屈曲・拘縮予防あり、下肢が倒れる側からの支持が必要となる。
ポジショニングの方法～側臥位～
・側臥位の角度は、体幹のねじれの程度や殿筋の委縮の程度によって異なる。

・角度を定めたら肩の部分や骨盤が安定し体がぐらつかないようにクッションで支える。両下肢が交差している場合は、交差を解消するとともに下肢の下面の接触面積を増やすようにクッションを配置する。
ポジショニングの方法～尖足予防～
・掛け布団の重量が足背部にかかることを避けるために、支持物を配置する。

・膝関節が屈曲するのを防ぐためにアキレス腱を支持する。

・踵部が浮いているかどうかを確認する。
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30度側臥位
・褥瘡予防具を体幹背側と臀部の間、大腿部に隙間なく入れ、姿勢を安定させる。踵部は直接ベッドに接触しないようにする。

・利点：臀筋の接触面積を増し、体重分散させる

・欠点：痩せている患者の場合、圧が2か所にかかり褥瘡発生の原因となる。
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令和2年度各病棟購入予防具
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・次回の委員会は10月4日（火）16:00から病院2階会議室で開催予定です。　　　
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